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議
員　

現
在
、
本
県
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス（
Ｐ
Ｂ
）※
は
お
お
む
ね
黒
字

で
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
、
社
会
保

障
関
係
費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
Ｐ

Ｂ
の
黒
字
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
れ
ば
必
要

な
事
業
が
で
き
な
い
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
Ｐ
Ｂ
の
考
え
方
は
。

知
事　

Ｐ
Ｂ
の
黒
字
維
持
は
重
要
な
責

務
だ
が
、
人
口
減
少
が
進
む
こ
れ
か
ら

の
十
年
が
本
県
に
と
っ
て
正
念
場
で
あ

る
。
将
来
世
代
の
受
益
に
つ
な
が
り
、

本
県
が
飛
躍
す
る
た
め
に
真
に
必
要
な

事
業
に
は
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く
。

議
員　

イ
ン
フ
ラ
中
長
期
計
画
を
策
定

し
、
予
算
の
ワ
イ
ズ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

※
に
努
め
る
と
と
も
に
、
民
間
の
投
資

意
欲
を
か
き
立
て
る
期
待
効
果
を
発
現

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

今
後
策
定
予
定
の
「
茨
城
県
総

合
計
画
」
に
、
中
長
期
的
に
求
め
ら
れ

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
可
能
な
限
り
具
体

化
し
た
形
で
示
し
、
県
民
が
夢
や
希
望

を
描
け
る
茨
城
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

（
ほ
か
に
、
国
道
一
二
三
号
（
仮
称
）

御
前
山
バ
イ
パ
ス
の
整
備
と
那
珂
川
大

橋
の
架
け
替
え
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
向
け

住
宅
対

策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

指
定
難
病
の
医
療
費
受
給
者
証

を
持
つ
方
に
も
、
障
害
者
手
帳
を
持
つ

方
と
同
様
に
、
県
立
施
設
の
利
用
料
金

を
割
引
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
立
施
設
の
利
用
料
金
な
ど
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
難
病

患
者
の
社
会
参
加
の
機
会
が
拡
大
さ
れ

る
と
考
え
る
。
医
療
費
受
給
者
証
を
持

つ
難
病
患
者
に
つ
い
て
、
県
立
施
設
の

利
用
料
金
の
減
免
な
ど
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
対
象
と
す
る
施
設
や
開
始
時
期

な
ど
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
特

産
品
を
送
付
す
る
こ
と
で
、
本
県
の
魅

力
を
発
信
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
し
、
寄
附
額
も
増

加
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

総
務
部
長　

制
度
本
来
の
趣
旨
で
あ
る

自
分
の
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
方
か

ら
の
寄
附
を
増
や
す
た
め
、
県
外
の
方

に
例
え
ば
、
メ
ロ
ン
や
栗
、
常
陸
牛
な

ど
本
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

を
返
礼
品
と
し
て
送
る
準
備
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
干

し
芋
の
生
産

振
興
、
ひ
た

ち
な
か
市
周

辺
地
域
の
観

光
振
興
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

県
西
地
域
は
、
首
都
圏
に
近
く
、

企
業
の
立
地
が
相
次
ぐ
な
ど
さ
ら
な
る

発
展
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
知
事
な
ら
で
は
の

「
色
」
を
、
県
西
地
域
振
興
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

知
事　

優
良
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
、

質
の
高
い
雇
用
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

て
い
く
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
目
指
す
べ

き
方
向
性
を
共
有
し
な
が
ら
、
県
西
地

域
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

本
県
教
育
の
基
本
方
針
で
あ
る

家
庭
教
育
、
就
学
前
教
育
を
推
進
す
る

上
で
、
幼
児
教
育
施
設
、
学
校
、
行
政

機
関
な
ど
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

組
織
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
が
、

所
見
は
。

教
育
長　

関
係
機
関
と
連
携
し
、
研
修

の
充
実
や
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育

と
の
円
滑
な
接
続
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
人
員
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
検
討
す
る
な
ど
、
家
庭
教
育
支

援
と
就
学
前
教
育

を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
筑
西

幹
線
道
路
整
備
、

県
道
取
手
豊
岡
線

バ
イ
パ
ス
整
備
な

ど
も
質
問
）

議
員　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
は
、

市
町
村
長
と
知
事
の
情
報
共
有
・
連
携
・

信
頼
関
係
が
県
民
の
安
全
安
心
に
直
結

す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
市
町
村
と
向

き
合
い
連
携
を
図
る
の
か
。

知
事　

県
・
市
町
村
・
関
係
機
関
を
結

ぶ
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
整
備

し
た
ほ
か
、
さ
ら
に
「
災
害
対
応
支
援

チ
ー
ム
」
を
被
災
市
町
村
に
派
遣
す
る

仕
組
み
を
今
年
度
中
に
構
築
す
べ
く
検

討
を
進
め
て
い
る
。
日
頃
か
ら
市
町
村

と
各
種
の
訓
練
を
共
同
で
行
う
な
ど
、

地
道
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く
。

議
員　

本
年
十
月
の
台
風
二
十
一
号
の

際
に
も
、
市
が
管
理
す
る
樋
管
か
ら
八

間
堀
川
へ
排
水
で
き
ず
、
道
路
が
冠
水

し
て
し
ま
っ
た
。
水
害
発
生
防
止
の
た

め
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

十
一
月
に
国
・
県
・
常
総

市
の
三
者
で
八
間
堀
川
の
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
検
討
会
議
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
八

間
堀
川
下
流
に
水
位
計
と
河
川
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
来
年
の

梅
雨
前
に
は
運
用
を
開
始
で
き
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
関

東
鉄
道
常
総

線
の
活
性
化
、

菅
生
沼
の
治

水
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
住
民
が

夢
と
希
望
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
て
い
け
る
よ
う
、
鹿
行
地
域
の
将
来

像
を
ど
の
よ
う
に
描
き
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

し
っ
か
り
と
し
た
産
業
基
盤
が

整
備
さ
れ
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

よ
り
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
姿

を
思
い
描
い
て
い
る
。
地
域
の
一
層
の

発
展
の
た
め
、
農
業
振
興
、
雇
用
や
観

光
交
流
の
拡
大
な
ど
を
図
る
。
ま
た
、

霞
ヶ
浦
の
水
質
保
全
、
医
療
や
教
育
の

充
実
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
。

議
員　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制

の
構
築
の
た
め
、
鹿
行
地
域
の
医
師
の

確
保
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

各
医
療
機
関
の
関
連

医
科
大
学
に
加
え
、
新
た
な
医
科
大
学

と
の
関
係
構
築
に
も
努
め
、
粘
り
強
く

本
県
へ
の
医
師
派
遣
を
働
き
掛
け
る
。

併
せ
て
、
医
師
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活

用
し
、
本
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
県
外
の

医
師
に
個
別
に
働
き
掛
け
る
な
ど
、
大

学
や
医
療
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
鹿
行

地
域
の
医
師
確
保

に
全
力
で
取
り
組

む
。

（
ほ
か
に
、
土
地
改

良
事
業
の
推
進
、

鹿
行
地
域
の
観
光

振
興
な
ど
も
質
問
）

ことば ※【プライマリーバランス】…借入金を除いた税金など正味の歳入と、借入金返済のための元利払いを除いた歳出の収支。
※【ワイズスペンディング】…将来の利益や利便性を生み出すことが見込まれる事業や分野に対し、選択的に支出すること。

本
県
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

難
病
患
者
へ
の
支
援

県
土
整
備
中
長
期
計
画

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

市
町
村
と
の
連
携

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

鹿
行
地
域
の
将
来
像　

 

い
ば
ら
き
就
学
前
教
育
の
推
進

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
送
付
を

通
じ
た
本
県
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ

水
害
発
生
防
止
に
向
け
た
連
携

鈴木　定幸 議員
いばらき自民党
常陸大宮市選出 
（一括方式）

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出  
（一括方式）

金子　晃久 議員
いばらき自民党
常 総 市 選 出  
（一括方式）

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出
（一括方式）

横山　忠市 議員
いばらき自民党
行 方 市 選 出  
（一括方式）

鹿
行
地
域
に
お
け
る
医
師
確
保
対
策

県
西
地
域
振
興
に
向
け
た

知
事
の
基
本
姿
勢

新ビジョンのもとインフラ
中長期計画の策定を

返礼品には本県特産品を

霞ヶ浦の活用促進により
鹿行地域の活性化を

新たに開発される八千代工業
団地（八千代町提供）

水害発生防止が急がれる
八間堀川（常総市）

12
月
６
日（
水
）

　

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

12
月
７
日（
木
）

　

金か
ね
こ子　

　

晃て
る
ひ
さ久

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

横よ
こ
や
ま山　

　

忠
ち
ゅ
う
い
ち市

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

下し
も
じ路　

健け
ん
じ
ろ
う

次
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

12
月
８
日（
金
）　

　

島し
ま
だ田　

　

幸こ
う
ぞ
う三

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
民　
　

進　
　

党
）

　

西に
し
の野　

　
　

一
は
じ
め

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）


